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　新型コロナウイルスの影響で、公民館まつりは3年間作品展示のみの形で開催してきました。現
在、新型コロナウイルスは完全に収束していませんが、今年度は、作品展示、演芸発表、そばの試
食会を実施しました。

★日時：11月4日（土）9：00～16：00　作品展示・抽選会
　　　　11月5日（日）9：00～12：00　演芸発表会
　　　　　　　　　　 9：00～14：00　作品展示
　　　　　　　　　　12：00～13：30　そば試食会
★来場者：11月4日：267人　　　　
　　　　　11月5日：143人　　合計：410人
★作品展示：応募人数：199人　　作品数：230点

令和5年度公民館まつり　演芸発表を実施

令和5年後期実施の公民館行事の紹介
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　防災知識の普及を目的とし
て、社会福祉協議会等と共に、
小学生から高齢者まで幅広い年
齢の人の参加で、担架リレーや
防災〇×クイズなどの競技を行
ないました。

9月24日　防災運動会

　雨の中、笹島裕子先生を講師
に迎え、黒部川河川敷で草花の
観察、吉田川と生地漁港では双
眼鏡を用いて野鳥の観察を行い
ました。

11月12日　バードウォッチング

　当日は快晴に恵まれ、室堂を
中心として、雄山山頂まで登山
された方、みくりが池を散策さ
れた方、黒部ダムまで行かれ方
など各自の思いで一日を楽しみ
ました。

9月29日　室堂探索

　そば友の会に協力していただ
き、小学生とその保護者で親子
そば教室を行いました。
　そうめんのようなそばからき
しめんのようなそばができ上り、
みんなで試食しました。

12月3日　親子そば教室

　飯野小学校5年生と先生、公民
館職員で、黒部川に設置された
簗場見学と内水面漁業協同組合
で鮭の採卵見学を行いました。

11月8日　鮭の採卵見学

　昨年度までは、球根の定植や
公民館回りの草むしりをしていた
だいている園芸ボランティアの方
を対象として開催していました
が、今年度は対象枠を広げたた
め、48名の参加で行いました。

12月7日　寄せ植え教室

編 集 後 記
【福寿会カローリング大会】
飯野公民館主催、福寿会共催

日時：2月18日（日）13：30～16：00
場所：飯野公民館　多目的ホール
参加チーム：福寿会10チーム

１位 ：芦崎第2
２位 ：芦崎第1
３位 ：東狐第1
BB賞：高畠・蛇沢



能登半島地震で避難所開設される
　令和6年1月1日午後4時10分に能登半島で発生した地震によって、津波警報が発令されました。テ
レビから流れるアナウンサーの切羽つまった避難の呼びかけに、大勢の方が避難しました。これに
伴い、飯野小学校と飯野公民館で指定避難所の開設が行われました。

　役場の職員、校長や教諭の人たちが駆けつけ、避難所の開設に協力をしてくださいました。午後
6時時点で約200人の避難者が体育館に避難してきました。飯野小学校の体育館は、空調設備があり
ませんので、灯油ストーブでの暖房となりましたが、午後8時過ぎに灯油不足により避難者が自宅
に帰る人と飯野公民館に移る人に分かれ、午後8時30分に飯野小学校の避難所を閉鎖しました。

　午後6時時点で約50名の避難者が、途中で飯野小学校に
避難された方が飯野公民館に移ってこられたことによって
人数が増え、避難者名簿から169人が避難してきたことが
分かっています。そのため、学童保育室も避難スペースと
して解放いたしました。最終的に、飯野公民館で宿泊され
た人数は90名でした。駐車場で何名かの車中泊された方も
おられました。
　入善町による、カンパンと飲料水、毛布やおむつといっ
た物資の供給や避難された方で宿泊が困難な人の福祉避難
所への移送といったこともありました。

1．飯野小学校の避難所開設状況

2．飯野公民館の避難所開設状況

津波警報時どの地区が避難すべきか
　能登半島地震の津波警報によって、避難された人、避難されなかった人がおれらました。私たち
は何を基準にしてこの判断をすれば良いのでしょうか。判断の基準の一つに、入善町から各家庭に
配布されている津波ハーザードマップがあります。但し、防潮堤の決壊や想定外の高さの津波が
襲って来た場合は、ハザードマップに示されている地区以外にも被害が及ぶことも考えておかなけ
ればなりません。
　安全地区に住んでおられる人は、逃げていただくことは大切なことですが、結果交通渋滞等につ
ながり、避難すべき人のことも考えて冷静な対応をお願いしたいものです。そこで、自宅の標高を
知って避難するかしないかの判断も一つの方法と思います。

　日本各地で津波が発生したデーターから、津波の襲う高さは津波高さの2～4倍であったことが
示されています。これを遡上高さと言います。但し、V字型地形等は平地が少なくなるため、この
データーから除外されています。
　津波高さは、津波警報高さと必ずしも一致することはありません。警報高さより実際の津波高さ
が高くなることもあります。
　今回の能登半島地震に伴う津波で、警報高さと津波高さが一定として飯野地域は、
　遡上高さ＝警報高さ3m×2～3倍＝6～9mとなります。
　また、黒部市の市長は黒部市民に対して、「あいの風とやま鉄道」より海側の人の避難を呼びかけ
ました。冷静な対応処置だったと思います。


